
１

２
自
至

３

４

　　　請負予定金額欄の（　）部分は、請負者が課税事業者である場合に使用する。

生産資材

のとおり

の額　　　　　円也）

　　　　　　円也 
山　 元

最　 終

高知県土佐

上ミ今山国

森林環境保全整備事業請負契約書（案）

請負
予定
単価

請　　負
予定数量

生産完了
検査場所

事業名 請負物件 契約面積 請負予定金額 事業場所

事業期間

　別冊約款中選択される条項は次のとおりである。

清水市有永

有林1285林
班ろ小班外

適用削除の区分 選択事項 選択条項

契約保証金の納付に代わる担保となる有価証券等の提供第４条第１項第２号
× 銀行、発注者が確実と認める金融機関等の保証 第４条第１項第３号

　（選択されるものは○印、削除されるものは×印。）

－

　　 分の 　以内 第35条第１項
× 中間前金払 第35条第４項

○ 国庫債務負担行為に係る契約の特則

× 前金払

×

（注）国庫債務負担行為に係る契約にあっては、別紙を添付する。

○ 部分払

× 支給材料及び貸与品 第15条

整備事業（上

  月 １ 回 以 内

第４条第１項第４号

×

履行保証保険契約の締結 第４条第１項第５号

支給材料及び貸与品

森林環境保全

保育間伐【活
ミ今山1285外

ス ギ 外

第38条
第40条

× 公共工事履行保証証券による保証

契 約 締 結 日 の 翌 日
令 和 10 年 度 中

× 契約保証金の納付 第４条第１項第１号

品　名 品質規格 数　量 引渡予定場所 引渡予定月日

選択条項

　事業名、請負物件、契約面積、請負予定数量、請負予定単価、請負予定金額、事業
場所及び生産完了検査場所

10,000

（注）「取引に係る消費税及び地方消費税の額」は、消費税法第28条第１項及び第29条

素　　材

請負金額

等内訳書

（うち取引に係る消
費税及び地方消費税

㎥

用型】）

　　並びに地方税法第72条の82及び第72条の83の規定により算出したもので、請負金額
　　に110分の10を乗じて得た額である。



５

氏名

印

令 和 年 月 日

により契約書記載の事業を共同連帯して請け負う。
　本契約の証として本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を保有する。

　上記の事業について、発注者と請負者は、各々の対等な立場における合意に基づいて、

契約約款、製品生産事業請負標準仕様書及び四国森林管理局製品生産事業請負仕様書に
よって公正な請負契約を締結し、信義に従って誠実にこれを履行するものとする。
　また、請負者が共同事業体を結成している場合には、請負者は別紙共同事業体協定書

適宜、当該森林作業道の水切り処理を行い、異常気象等による森林作業道及び林地

代表者
請負者 □□□□□□共同事業体

住所

構成員 住所
氏名

［注］請負者が共同事業体を結成している場合

印

氏名

における被害の未然防止に努めなければならない。

特約事項

発注者

印

請負者

住所 高知県四万十市中村丸の内1707番地34

本契約書並びに 令和８年４月23日 に交付した 国有林野事業製品生産請負事業請負

（２）請負者は、林道端、流出のおそれのある箇所、法令で制限される箇所等に集積さ

（１）請負者は、森林作業道により素材の搬出作業を行う場合は、請負者の責において

住所

れた末木、枝条等の処理にあっては、山元へ逆送する等して、事業実行上、支障の

四万十森林管理署長 尾 木 浩 典
分任支出負担行為担当官　　　　　　　 

ない場所へ移動しなければならない。



令和 10 年度

第42条第２項

（ｂ）

○

各会計年度において部分払を

請求できる回数

令和 ８ 年度 ９

×

前払金の支払を受けている場

合の部分払額の決定

（ａ）

12 回

回 第42条第３項

令和 ９ 年度 12 回

○ 部分払 第42条

× 前払金 第41条

× 翌会計年度の前払金相当額 円 第41条第３項

円

令和10年度

円

円

８年度

○

支払限度額に対応する各会計

年度の出来高予定

令和

円 第40条第１項

令和９年度 円

令和10年度

令和８年度

円

第40条第２項

令和９年度

別 紙
国庫債務負担行為に係る契約の特則

適用削除
選　択　事　項 選 択 条 項

の 区 分

○

各会計年度における請負金の

支払限度額



上ミ今山
1285い

59
ス ギ 1.31 561 398.59 32

2,419 649.41 0.27 33
5.52 2,980 1,048.00

0.71

上ミ今山
1285ろ

64
ス ギ 10.98 3,430 2,256.42

計 64.15 24,697 10,225.28

生産資材等内訳書

＜伐倒対象資材：立木＞

林 小 班 林齢 樹　種
面　積 本　数 立木材積

立　木本　数

0.66 29
保育間伐【活用型】ヒ ノ キ 53.17 21,267 7,968.86 0.37 34

保育間伐【活用型】ヒ ノ キ 4.21
計

備　　　考単材積伐採率
（ha） （本） （㎥） （㎥）（％）

0.37 34

6.29 2,515 942.72 0.37 34
計 6.29 2,515 942.72

上ミ今山
1285に

63
ス ギ 0.00 0 0.00 0.00 0

保育間伐【活用型】ヒ ノ キ

計 56.12 20,195 9,845.05
0.00 0

洗場山
1286い

62
ス ギ 25.78 8,055 5,297.82 0.66 29

保育間伐【活用型】ヒ ノ キ 30.34 12,140 4,547.23

0 0
0 0.00 0 0.00

洗場山
1286は

63
ス ギ 0.00 0 0.00

保育間伐【活用型】ヒ ノ キ 1.03 415 154.39 0.37 34
計 1.03 415 154.39

0.00 0
00

0.00 0
00 0.00 0

00

00
0.00 0.00 0

0 0
0 0.00 0 0.00

0.00 0 0.00 0.00 0

7,952.83

計 133.11 50,802 22,215.44
ヒ ノ キ 95.04 38,756 14,262.61

＜集材対象資材：立木（請負予定数量：素材）＞

林 小 班 林齢 樹　種
面　積 本　数 立木材積

請　　負
備　　　考予定数量

（ha） （本） （㎥） （㎥）

上ミ今山
1285い

59
ス ギ 1.31 561

2,980 1,048.00

398.59 150
胸高直径12cm上ヒ ノ キ

合　　計
ス ギ 38.07 12,046

胸高直径12cm上ヒ ノ キ 53.17 21,267 7,968.86 3,300
計 64.15 24,697 10,225.28 4,300

2,419 649.41 250
400計 5.52

4.21

上ミ今山
1285に

63
ス ギ 0.00 0 0.00

450

0
胸高直径12cm上ヒ ノ キ 6.29 2,515 942.72 450

2,256.42 1,000

計 6.29 2,515 942.72
5,297.82

上ミ今山
1285ろ

64
ス ギ 10.98 3,430

ヒ ノ キ 30.34 12,140 4,547.23 1,950
洗場山
1286い

62
ス ギ 25.78 8,055

計 56.12 20,195 9,845.05 4,250

2,300
胸高直径12cm上

洗場山
1286は

63
ス ギ 0.00 0 0.00 0

胸高直径12cm上ヒ ノ キ 1.03 415 154.39 50
計 1.03 415 154.39 50

上ミ今山
1285い
外６(道)

－
ス ギ 0.61 662 422.11 190

 森林作業道ヒ ノ キ 1.80 2,242 850.53 360
 　　作設支障木計 2.41 2,904 1,272.64 550

0 0
0 0.00 0 0.00 0

00 0.00 0 0.00 0
00

3,640

0
計 135.52 53,706

0.00 0 0.00
合　　計

ス ギ 38.68 12,708 8,374.94

23,488.08 10,000

ヒ ノ キ 96.84 40,998 15,113.14 6,360
そ の 他



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

km 　
　

km 　
　

km 　
　
　
　
　
　

㎥ 1,750

㎥ 9,980

（生産完了検査場所別数量内訳）

平均運材距離 34.7
【幡多共販所】

【幡多流域ストックヤード】

トラック運材２

トラック運材３

山元積込・最終積込の
計

【竹島土場】
トラック運材１

※各生産完了検査場所別請負予定数量は、発注者の指示により変動することがある。

合　　　　　　　計 10,000

㎥ 20

㎥ 4,000 産 物 販 売 委 託

一 般 競 争 入 札 等

最　　　　終

最　　　　終

山　　　　元

㎥ 5,980 製品システム販売最　終

山　元

山　元

生産完了検査場所 単位

10ｔトラック

林

外

作

業

平均運材距離 50.9

㎥ 1,230

平均運材距離 32.5

備　　　　　考
( 販　売　方　法 )

※平均運材距離は、片道の距離である。

山元・最終積込

㎥ 3,000

生産完了地点
生産完了検査場所別
請 負 予 定 数 量

100

作業工程等別数量

㎥ 23,488

10ｔトラック

10ｔトラック

作業工程等内訳書

作　業　工　程　等 単位 備　　　　　考

数量は、立木材積
※小数以下は四捨五入

全 木 伐 倒

林

内

作

業

集 造 材

山 元 巻 立

森林作業道修繕
（ 0.45 ㎥ ）

機 械 使 用

㎥ 20

作 業 方 式

人 機 併 用

㎥ 10,000 数量は、請負予定数量

ｈ



 
 

 

 

特記仕様書 

 
１ 発注者は、事業の完了に当たって、設計図書及び四国森林管理局が定める製品

生産事業請負監督・検査要領の検査基準に適合していると認めたときは、合格と

判定する。 
 
２ 請負者は、設計図書の定めにより森林作業道作設の実行管理を行うものとし、

実行記録写真にあっては、森林作業道、構造物等の作設前、作設中及び作設後の

状況を撮影するものとする。 
 
３ 請負者は、提出した技術提案書（別紙）の評価項目事項を確実に履行しなけれ

ばならない。 
なお、発注者は、請負者の責めに帰すべき事由により技術提案に不履行がある

と認めたときは、請負金額の減額又は損害賠償請求を行うことがあるほか、技術

提案の履行状況が評価した水準に満たないと認めたときは、請負事業成績評定の

採点において評価項目ごとに３点を減ずるものとする。 
 
４ 請負者は、発注者が国有林材の供給調整を行う必要があると認めたときは、国

有林材の供給の時期及び数量の調整に関して、可能な範囲で発注者に協力するよ

う努めるものとする。 



令和7年4月版 様式２

会社名：

□

□

□

❈

（注１） 参考図書を添付する場合は、別に２枚程度とする。
注） 　提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外

の方法を提案する場合は具体的な方法を記入する。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、標準案に基づき実施します。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、入札参加を希望しません。

標記については、標準案に基づき実施します。

いずれかに■またはレ点を記入すること。

事業計画上の考慮事項

項 目

◆ 提 案 事 項

具 体 的 な 実 施 方 法

事 業 の 手 順 等 の 工 夫 等

○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）



令和7年4月版

年 月 日 会社名：

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

■　工程管理に係わる技術的所見

注１． 技術提案をする場合は、必ず「工程管理に係わる技術的所見」欄に提案事項を記載すること。
注２．

注３． 複数年度にわたる事業の場合は、各年度毎に別葉で作成すること。
注４．

注５． 複数年度にわたる事業においては、年度毎の間伐等予定区域、路網整備予定線及び植付が判読できる図面を添付すること。

提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外の方法を提案する場合は具体的な方法を記載
すること。

複数年度にわたる事業の場合は、初年度及び２年度目にあっては毎年度１回以上の部分払（部分検査）を計画し、その時期を明示
すること。また、最終年度（完成年度）は完成払（完了検査）の時期を明示すること。

月
工 程 単位 数量

月月月月 月

様式３

月

工　　程　　表　（　　年　度　分）

備 考
月 月 月月

事 業 期 間 の 設 定 ・ 工 程 管 理
○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）

月

履行期間



令和7年4月版 様式４

会社名：

□

□

□

❈

（注１） 参考図書を添付する場合は、別に２枚程度とする。
注）

標記については、標準案に基づき実施します。

　提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外
の方法を提案する場合は具体的な方法を記入する。

いずれかに■またはレ点を記入すること。

項 目

◆ 指 定 課 題

具 体 的 な 実 施 方 法

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、標準案に基づき実施します。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、入札参加を希望しません。

○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）

発注者が指定した課題への対応



令和7年4月版 様式５

会社名：

□

□

□

❈

（注１） 参考図書を添付する場合は、別に２枚程度とする。
注）

標記については、標準案に基づき実施します。

　提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外
の方法を提案する場合は具体的な方法を記入する。

いずれかに■またはレ点を記入すること。

項 目

◆ 提 案 事 項

具 体 的 な 実 施 方 法

品 質 を 確 保 す る た め の 作 業 方 法 等 の 工 夫 等

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、標準案に基づき実施します。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、入札参加を希望しません。

○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）

作業における品質確保



令和7年4月版 様式６

会社名：

□

□

□

❈

（注１） 参考図書を添付する場合は、別に２枚程度とする。
注）

安全確保に向けた対策

いずれかに■またはレ点を記入すること。

　提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外
の方法を提案する場合は具体的な方法を記入する。

項 目

◆ 提 案 事 項

具 体 的 な 実 施 方 法

作 業 時 の 安 全 確 保 に 向 け た 対 策 等

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、標準案に基づき実施します。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない場合には、入札参加を希望しません。

標記については、標準案に基づき実施します。

○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）



令和7年4月版 様式８

会社名：

□

□

□

❈

①

　複数年の事業期間
を活かした作業員や
機械の配置等、効率
的な作業システムに
関する取組

②

　効率的かつ低コス
トで耐久性の高い森
林作業道の計画・施
行及び保全管理への
配慮などに関する取
組

③

（植栽を含む一貫作
業の場合に限る）

　種苗の安定的供給
体制の構築に資する
年度毎の植栽計画
（植栽時期、苗木本
数等）

（注１） 参考図書を添付する場合は、別に２枚程度とする。
注）

（複数年度事業の場合に記載する）

（複数年度事業の場合に記載する）

（複数年度事業であって、植栽を含む一貫作業の場合に
記載する）

　提案事項の履行状況の確認方法について、実行管理基準・作業仕様書等に定める以外の
方法を提案する場合は具体的な方法を記入する。

いずれかに■またはレ点を記入すること。

◆ 提 案 事 項
　造林経費の削減や効率的な作業システム等に関する取
組

項 目 具 体 的 な 実 施 方 法

標記については、標準案に基づき実施します。

効率化の工夫（複数年事業）

○○事業（○○山△△林小班外1○○作業外１）

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められなかった項目については、標準案に基づき実施します。

標記の技術提案については以下のとおり提案します。
なお、認められない項目があった場合には、入札参加を希望しません。



国 有 林 林 道

凡 例

事 業 区 域

Ｎ

国 有 林 林 道

凡 例

事 業 区 域

令和８年度

森林環境保全整備事業（上ミ今山1285外保育間伐【活用型】）　位置図

上ミ今山国有林1285林班ろ小班外



除 外 地

凡 例

事 業 区 域

国 有 林 林 道

既 設 森 林 作 業 道
(ク ロ ー ラ タ イ プ )

令和８年度

森林環境保全整備事業（上ミ今山1285外保育間伐【活用型】）　実測図

上ミ今山国有林1285林班ろ小班外



Ｎ

除 外 地

凡 例

事 業 区 域

国 有 林 林 道

既 設 森 林 作 業 道
(クローラ タイ プ)

令和８年度

森林環境保全整備事業（上ミ今山1285外保育間伐【活用型】）　実測図

上ミ今山国有林1285林班ろ小班外


